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（技術名）硫酸の緩衝曲線を利用した島尻マージにおける酸性資材施用量の推定 

（要約）硫酸を用いたpH緩衝曲線を作成することで、アルカリ化した島尻マージのpH矯正

に用いる酸性資材の施用量を推定することができる。また、実測に４週間を要する硫黄系の

酸性資材の施用量を迅速に推定することができる。 
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［背景・ねらい］ 

 島尻マージの土壌診断基準値（案）では、pH（H2O）は６～７とされているが、肥料等の多

量施用などにより園芸施設を中心に pH のアルカリ化が顕著となり、微量要素の溶解度低下

などによる栄養障害が散見される。酸性資材施用による土壌 pH の矯正には土壌種および資

材ごとに緩衝曲線を作成し、施用量を決定するが、硫黄系の資材は４週間培養する必要があ

り、時間を要する。そこで、本研究では島尻マージの pH 矯正における迅速な施用量の決定を

目的に、硫酸による緩衝曲線を指標とし、市販されている酸性資材の矯正効果の推定および

検証を行う。 

 

［成果の内容・特徴］ 

１．硫酸を用いた緩衝曲線の作成により、供試島尻マージの pH を１単位低下するのに必要な

濃硫酸量は、pH7.9 の土壌では６mg/10 g、pH6.7 の土壌では 14 mg/10 g である（図１）。 
２．硫酸の緩衝曲線より求めた濃硫酸添加量(mg/10g)×(濃硫酸の硫黄分全量(293.5(%))/施

用する酸性資材の硫黄分全量(%))により、酸性資材の添加量（mg/10 g）を推定できる。 

３．pH7.9 の供試島尻マージの pH を１単位低下するのに必要な硫酸系酸性資材 A（硫黄分全

量 55.9％）の添加量は 30.1 mg/10 g で、硫酸の緩衝曲線を指標とした推定添加量 31.4 mg/10 
g とほぼ一致する（図２）。 

４．pH7.9 の供試島尻マージの pH を１単位低下するのに必要な硫黄系酸性資材 B（硫黄分全

量 110％）の添加量は 18.0 mg/10 g で、硫酸の緩衝曲線を指標とした推定添加量 16.0 mg/10 
g とほぼ一致する（図３）。 

５．矯正する島尻マージごとに硫酸で緩衝曲線を作成することで、下記式により酸性資材施

用量を迅速に推定でき、硫黄系酸性資材においては４週間の培養操作を省くことができる。 

資材施用量(kg/10a)＝緩衝曲線より求めた濃硫酸添加量(mg/10g)×(濃硫酸の硫黄分全量

(293.5％)/施用する酸性資材の硫黄分全量(%))×改良深度(cm)×仮比重(t/m3) 

 

［成果の活用面・留意点］ 

１．本成果は、酸性資材施用による島尻マージの pH 矯正に関する指導資料作成に活用する。 

２．酸性資材の種類や施用量は、緩衝曲線や土壌分析結果に基づき決定する必要がある。 

３．土壌 pH の低下に伴い、微量要素の溶解度上昇による過剰障害に留意する。 

４．酸性資材には副資材として鉄やマンガンといった微量要素を含む資材もあることから、

そのような資材を施用する際には施用量に留意する。 
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［具体的データ］ 
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図３ 島尻マージ（pH7.9）における培養

法による硫黄系酸性資材 B添加 pH

緩衝曲線 

破線は pH が１単位低下したときの硫黄系資材添

加量（18.0mg/10g）を表し、推定添加量（16.0 

mg/10g）とほぼ一致。 

60％最大容水量、30℃で４週間培養し、加水して

24 時間静置・５時間振とうしたのち、pH を測定し

た。 

図２ 島尻マージ（pH7.9）における硫酸

系酸性資材 A 添加 pH 緩衝曲線 

破線は pHが１単位低下したときの硫酸系資材添加

量（30.1mg/10g）を表し、推定添加量（31.4 mg/10g）

とほぼ一致。 

加水して 24 時間静置・５時間振とうしたのち、pH

を測定した。 

図１ 硫酸による島尻マージでの pH 緩

衝曲線 

〇は pH7.9、×は pH6.7 の島尻マージにおける実

測値を表し、破線は近似曲線を表す。 

緩衝曲線の作成は、土壌標準分析・測定法（1986

年 博友社）に準じて段階的に硫酸を添加し、加

水して 24 時間静置・５時間振とうしたのち、pH

を測定した。 


